
６
月

２
日

３
日

４
日

５
日

６
～
17
日

10
日

13
日

17
日

18
～
19
日

20
日

23
日

24
日

25
～
26
日

27
日

29
～
30
日

黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
出
荷
者
協
議
会
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

(

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島)

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会（
鹿
児
島
市
）

公
共
事
業
連
絡
会
議

北
薩
地
域
農
政
推
進
会
議

北
薩
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会

（
薩
摩
川
内
市
）

食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
総
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
６
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会（

指
江
庁
舎
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

景
観
団
体
認
定
証
交
付
式　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
関
係
要
望
活
動　
　
　
　
（
東
京
都
）

出
水
地
区
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
会
計
監
査

（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

原
子
力
避
難
計
画
等
説
明
会（
田
尻
小
学
校
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

東
町
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
農
業
再
生
協
議
会
総
会　
　
　
　
（
役
場
）

原
子
力
避
難
計
画
説
明
会　
（
汐
見
小
学
校
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
定
時
評
議
員
会（

東
京
都
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
阿
久
根
市
）

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会　
　
　
　
（
役
場
）

地
方
分
権
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
（
東
京
都
）

　

三
船
集
落
の
宇
都
鈴
江
さ
ん
が
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
さ
ん
は
、
昭
和
53
年
に
東
町

漁
業
協
同
組
合
女
性
部
長
の
活
動
を

皮
切
り
に
、
昭
和
59
年
、
鹿
児
島
県

漁
協
女
性
部
連
合
会
長
に
就
任
。
平

成
21
年
か
ら
は
２
年
間
に
わ
た
り
全

国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
長
を
務

め
、
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
今
回
の

受
章
に
至
り
ま
し
た
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
、
水
産

業
振
興
や
魚
食
の
推
奨
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
漁
家

に
嫁
ぎ
40
年
以
上
、
漁
協
の
仕
事
な

ど
で
多
忙
だ
っ
た
夫
の
時
義
さ
ん
に

旭日双光章
　

東
町
漁
業
協
同
組
合
（
長
元
信
男

代
表
理
事
組
合
長
）
に
所
属
す
る
40

歳
未
満
の
部
員
で
構
成
さ
れ
る
同
組

合
青
壮
年
部
（
須
嵜
隆
文
部
長
）
が
、

緑
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
昭
和
54
年
の
創
立
以

後
、
港
や
海
岸
清
掃
を
続
け
て
き
て

お
り
、
長
年
継
続
し
て
き
た
清
掃
活

動
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
に
旧
東
町
側
の
海
岸
や
港
を
清

掃
し
、
時
に
は
潜
水
し
て
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

須
嵜
部
長
は
「
栄
え
あ
る
章
を
い

た
だ
き
光
栄
で
す
。
忙
し
い
中
、
仕

緑綬褒章

↑章を手に喜ぶ須嵜部長（中央）

↑
受
章
し
た
宇
都
さ
ん
（
写
真
提
供
：
本
人
）

春の叙勲・褒章

代
わ
り
、
自
ら
養
殖
業
を
切
り
盛
り

し
ま
し
た
。

　

宇
都
さ
ん
は「
受
章
を
聞
い
た
時
、

驚
き
で
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
と
同

時
に
、
共
に
活
動
し
て
き
た
地
元
を

は
じ
め
、
全
国
に
い
る
浜
の
女
性
全

員
の
顔
が
目
に
浮
か
ん
だ
。
皆
に
感

謝
し
た
い
」と
喜
び
を
話
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
長
期
に
わ
た
る
活
動
で
家

を
留
守
に
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
宇

都
さ
ん
は
「
主
人
の
理
解
と
、
子
ど

も
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
」
と
家
族
へ

の
感
謝
を
述
べ
、
迷
惑
と
苦
労
を
か

け
た
と
話
す
目
に
は
、
う
っ
す
ら
と

光
る
も
の
が
見
え
ま
し
た
。

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
活
動
を
続
け

て
き
た
歴
代
の
部
長
、
部
員
全
員
に

感
謝
し
ま
す
」と
感
謝
の
意
を
述
べ
、

「
今
後
も
限
り
あ
る
海
の
資
源
を
守

る
た
め
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
に
同
漁
協
で
行
わ
れ
た

伝
達
式
に
は
、
長
元
組
合
長
も
出
席

し
「
大
変
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

若
い
世
代
に
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
部
員
は
99
人
。
主
に
養
殖

業
や
漁
船
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

宇
都
　
鈴
江
さ
ん

（
三
船
集
落
）

東
町
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部

18Nagashima town Public Relations


